
 

「進路保護者説明会」を終えて 

 　　　　　　　　

 

 

 

 
 

「進路保護者説明会」では､保護者の皆さんの「子どもに対する思い」を実感しました。  

「日常の高校生活」では､皆さんの「親御さんに対する感謝」も十分伝わってきます。　 

 

高校生活では､年度ごとに"新たに必要となる費用"  がたくさんあります。 

３年生は､進路実現に向け「塾代」「参考書代」「模試代」「受験料」「入学金」「授業料」など　  
 

２年生は､中堅学年として「見学旅行代」「検定料」「模試代」「部活動遠征費」など　 　 　 　  
 

１年生は､新しい環境への準備として「制服代」「タブレット代」「部活動加入費」「交通費」など 

 

ところで生徒の皆さんは..  

「捻出してくれた具体的な金額」(量) を知っていますか？  

 また、 

「どうやってそのお金を捻出したか?」(質) を考えていますか？ 

 

　　  もしかしたら．．毎日毎日､寒い屋外など､厳しい環境で働いているのかも知れない。 
 

　　  もしかしたら．．毎日毎日､不本意な仕事を我慢して行っているのかも知れない。 
 

　　  もしかしたら．．毎日毎日､自分より年下の者に頭を下げているのかも知れない。 
 

　   場合によっては．．何年も家族や故郷から離れ､望まぬ土地で孤独に耐えていることも..。 
 

　　  おそらくきっと．．毎回の晩酌の量や毎月のお小遣いの額を減らしていることでしょう。 
 

　　  おそらくきっと．．自分の欲しいものより子どもにかかることを優先していることでしょう。 
 

　　  おそらくきっと．．口に出さないだけで君たち以上の不安を抱えていることでしょう。 

  

身近な人の"疲れた姿"､"口うるささ"､"余裕のなさ"など､表面的なものだけを見て、  

あるいは､"口に出さない"､"何も言わない･言われない"からといって  

「うちの親なら～」などと"軽率な判断"をする前に...  

今自分が出来ること(勉強･部活･資格取得など)に､感謝と誠意を持って取り組もう！ 

 

 !  世の中の"表面的な当たり前や栄光"の殆どは、名も知れない人、表だって評価されない人の努力と犠牲で成り立つ  !  

 ※目に見えない人達の"善意"(税金)から教室の電気・暖房などが成り立っていることも忘れずに。 

 

"当たり前の犠牲"を当たり前と思わない"感謝のある振る舞い"を当たり前に｡ 
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